
試験開始の指示があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。  
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【注意事項】  

１ . この試験の解答時間は 60 分です。  

２ . 試験監督者の指示に従って、この問題用紙の表紙と解答用紙の指定欄に受験

番号と氏名を記入してください。  

３ . メモ等には、問題用紙の余白や裏面を利用してください。  

４ . 解答時間中に問題用紙の印刷不鮮明、落丁・乱丁、汚れ等に気づいた場合は、

手を高く挙げて試験監督者に知らせてください。  

５ . 問題を読む際、声を出したり音を立てたりしてはいけません。  

６ . この問題用紙は試験終了後に回収します。持ち帰ってはいけません。  

 

 

受験番号   氏名   

  



問題  

次の文章は、外山滋比古氏のエッセイ「思考の整理学」の一部です。この文章を読ん

で、あとの２つの設問に答えなさい。なお答えは、解答用紙に記入のこと。  

 

セレンディピティ 

 戦後しばらくのころ、アメリカで対潜水艦兵器の開発に力を入れていた。それには、ま

ず、潜水艦の機関音をとらえる優秀な音波探知機をつくる必要があった。 

 こういう探知機をつくろうとしていろいろ実験していると、潜水艦から出ているのでは

ない音が聞こえる。しかも、それが規則的な音響である。この音源はいったいなにか、と

いうことになって、調べてみると、これが何と、イルカの交信であった。 

 それまでイルカの“ことば”についてはほとんど何もわかっていなかったのに、これが

きっかけになって、一挙に注目を集める研究課題としておどり出た。 

 もともとは、兵器の開発が目標だったはずである。それが思いもかけない偶然から、ま

ったく別の新しい発見が導かれることになった。こういう例は、研究の上では、古くから、

決して珍しくない。 

 科学者の間では、こういう行きがけの駄賃のようにして生まれる発見、発明のことを、

セレンディピティと呼んでいる。ことにアメリカでは、日常会話にもしばしば出るほどに

なっている。自然科学の世界はともかく、わが国の知識人の間でさえ、セレンディピティ

ということばを聞くことが少ないのは、一般に創造的思考への関心が充分でないことを物

語っているのかもしれない。 

＜中略＞ 

 学生なら、明日は試験という日の夜、さあ準備の勉強をしなくてはと机に向かう。する

と、何でもない本が目に入る。手がのびる。開いて読み始めると、これが思いのほか面白

い。ほんの気まぐれに開いた本である。もちろん読みふけったりしようという気持ちなど

まったくないのに、なかなかやめられない。その本というのが、ふだんは見向きもしない

堅苦しい哲学書だったりするから不思議である。ほんのちょっとと思ってのぞいた本に魅

入られて、二十分、三十分と読みふけり、一夜漬けの計画が大きく狂う。これに類する経

験が一度もなかった、という学生生活はすくないのではないかとさえ思われる。 

 こういうことがきっかけとなって、新しい関心の芽が出る場合もある。それなら立派に

セレンディピティである。 

＜中略＞ 

 中心的関心よりも、むしろ周辺的関心の方が活発に働くのではないかと考えさせられる

のが、セレンディピティ現象である。視野の中央部にあることは、もっともよく見えるは

ずである。ところが皮肉にも、見えているはずなのに、見えていないことが少なくない。

すでに前にも引き合いに出している“見つめる鍋は煮えない”は、それを別の角度から言

ったものである。 

 考え事をしていて、テーマができても、いちずに考えつめるのは賢明でない。しばらく

寝かせ、あたためる必要がある、と述べた。これも、対象を正視しつづけることが思考の

自由な働きをさまたげることを心得た人たちの思いついた知恵であったに違いない。 

 

外山滋比古：思考の整理学.ちくま文庫，p.66-69． 

 

 

 

著作権により公表できません。  



設問１ 

この文章に記述されている内容を要約しなさい。（300 字程度） 

 

 

 

設問２ 

この文章を読んで、筆者が考える「セレンディピティ」について、あなたの考え

を、具体例を挙げながら書きなさい。（300 字程度） 


